
宇宙航空研究開発機構

能代ロケット実験場

所在地
交通機関のご案内

●電車
　JR東北新幹線「東京駅」から「秋田駅」 約4時間
　JR奥羽本線「秋田駅」から「東能代駅」 約1時間
　「東能代駅」からタクシーで約20分

●飛行機
　羽田空港から大館能代空港 約1時間10分
　大館能代空港から連絡バスで能代市内 約60分
　能代市内からタクシーで約15分

能代ロケット実験場入口

能代ロケット実験場は、秋田県能代市南部の日本海に面した南北
に細長い敷地にある、JAXAの付属研究施設の一つです。内之浦
宇宙空間観測所から打ち上げられる観測ロケット、科学衛星および
探査機打ち上げ用M（ミュー）ロケットの研究開発に必要な各種固
体ロケットモータの地上燃焼試験を行うため、1962年に開設され
ました。
1975年からは液体酸素・液体水素ロケットエンジンの研究開発が
開始され、その基礎実験を行うための施設設備が増設されました。
大型ロケットM-V開発計画の開始に伴い、1990年度から関連施設
設備の拡充・更新が進められ、1992年度までに大気燃焼試験棟、
上段モータ高空性能試験設備が竣工されました。
能代ロケット実験場は、最大で1kmの保安距離を確保できる
ことから、わが国の宇宙推進エンジンの研究開発にとって、重要な
役割を果たしています。2005年にはペンシルロケットの再現実験
が行われたほか、現在は、イプシロンロケットの技術要素試験や、
液体水素を燃料とするエアーターボラムジェットエンジンの燃焼
試験や小型の液体水素／液体酸素ロケットエンジンを搭載した
再使用ロケット実験機の離着陸試験、N2O／エタノール推進系燃焼
試験、ジェットエンジン屋外運転試験など、各種の野外実験にも
利用されています。
また能代ロケット実験場は、宇宙科学研究所が推進している大学
共同利用研究の場としても活用されています。2009年からは、
京都大学とJAXAによる液体水素の熱流動特性試験が開始され、
秋田大学の学生教育の場としても利用されました。今後もハイ
ブリッドロケット研究など、多数の共同研究が計画されています。 

【面積と位置】
総敷地面積
約46,500平方メートル

概要
【主な施設・設備】
　極低温推進剤試験棟
　液水器材室
　器材庫
　エンジン試験準備室
　真空燃焼試験棟
　大気燃焼試験棟
　第2計測室
　第1計測室
　研究管理棟

施設の一部を見学コースとして紹介しています。
所要時間は約60分です。
＊見学ご希望の方は事前に予約をお願いします。
●見学対応時間　午前9時00分～午後4時00分（要予約）
●休日　土・日・祝日・年末年始

見　学能代ロケット実験場

20220131

能代ロケット実験場
〒016-0179　秋田県能代市浅内字下西山1
Tel. 0185-52-7123　　Fax. 0185-54-3189
http://fanfun.jaxa.jp/visit/noshiro/

広報部
〒101-8008　東京都千代田区神田駿河台4-6御茶ノ水ソラシティ
Tel. 03-5289-3650　　Fax. 03-3258-5051
JAXAウェブサイト  http://www.jaxa.jp/
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宇宙航空研究開発機構（JAXA）の活動

基礎技術
基盤の
研究

航空技術
の研究

「環境」と「安全」を中心とした
研究開発を進め、
日本の航空産業の成長と
安心できる社会の実現に
貢献します。

地球環境観測・災害監視への
取り組みや通信、測位技術の
発展により豊かな暮らしを
実現します。

人工衛星
による
宇宙利用

国際宇宙ステーション
「きぼう」日本実験棟を
安全かつ着実に運用し、
国際社会に貢献します。

©JAXA/NASA

宇宙環境
の利用

宇宙の起源と進化、
生命誕生の謎に挑みます。
宇宙環境での実験と先端的な
工学研究を行い、研究成果を
通じて人類の未来を拓きます。

宇宙科学
の研究

日本が培ってきた
ロケット技術を発展させ、
技術基盤の維持とさらなる
高度化・低コストを図り
宇宙開発の発展に応えます。

ロケットなど
輸送システム
の開発

宇宙航空分野の
先端・基盤技術を向上させ、
日本の産業競争力の
強化に貢献します。

新しい価値を
人へ、国へ、この星へ
現在、宇宙開発・宇宙利用を取り巻く環境が

大きく変化するなかで、JAXAにも宇宙科学などの

フロンティアに加え、安全保障・防災及び産業振興なども

含めた今までにない重要な役割が期待されています。

私たちは、従来の技術開発と実証を中心とした

取り組みを発展させ、企業・大学などとの連携を通じて

宇宙航空産業の裾野を拡げるとともに、

社会的・産業的価値の創出によって安全で

豊かな社会の実現に貢献します。

ダイナミックに変化する社会の要請に技術で応え、

新しい時代を切り拓くことが、私たちの使命です。



次世代の固体ロケットシステムに関する研究 液体水素ジェットエンジンの開発

完全再使用型宇宙輸送システムの研究

次世代エンジンの研究開発を通じて、宇宙開発の未来を切り拓きます

マグナリウム入り固体コンポジット推進薬を用いる固体モータの技術実証試験
（2006年12月）

イプシロンロケット試験機（内之浦宇宙空間観測所）

イプシロンロケット技術要素試験（M-34SIM-3モーター大気燃焼試験） 大型固体ロケットモータの地上燃焼試験におけるシステム運用特性の取得
（M-14-3TVCモータ）

エアターボラムジェットエンジンの燃焼実験（2003年8月）

小型予冷ターボジェットエンジンの燃焼試験（2007年11月）

再使用ロケット実験機の垂直離着陸実験（2003年10月）

ターボポンプ式LOX／LH2ロケットエンジンのシステム燃焼試験（2008年12月）

　2006年にM-V型ロケットの運用が完了したことにより、
1962年の能代ロケット実験場開設以来続いていたMロケット用
固体ロケットモータ開発の幕が下りました。M-V型ロケットで
培われた技術は、イプシロンロケットシステムへと引き継がれつ
つあります。そしてさらにその将来へ向けて、固体推進薬の高
性能化や環境負荷の低減を図るための研究も行っています。
従来の固体ロケットモータで金属燃料として用いられてきた
アルミニウムをマグナリウムというマグネシウムとアルミニウ
ムの合金で置き換えて燃焼しやすくする研究や、新しい触媒に
よって固体推進薬の燃焼速度を低下させて小型の固体ロケット
を使いやすくする研究、さらに先進的な推進薬によって固体ロ
ケットの利用範囲を拡大する課題にも取り組んでいます。
2006年12月には、マグナリウム燃料を用いた初めての本格的
固体ロケットモータの燃焼試験に成功しました。
　システム運用の観点からは、M-V開発時に製造された大型の
固体ロケットモータを利用して、燃焼時の音響特性や排気ガス
噴煙による電波減衰特性を取得する実験を継続して行ってい
ます。また全段が固体ロケットモータの場合、衛星投入軌道の
細かな調整が難しいため、イプシロンロケットでは基本形態（３
段式固体ロケット）とオプション形態として液体ロケット並みの
軌道投入精度に対応するため小型液体推進系（ＰＢＳ）を最終
段に搭載する２つの形態を有します。固体ロケットシステムの即
応性に適する従来の常温貯蔵可能な液体推進剤は毒性が強い
ため、人体に対してほぼ無毒の亜酸化窒素（笑気ガス）とエタ
ノールを推進剤とする新しい液体ロケットエンジンを開発し、
2008年3月にその無毒エンジンの燃焼試験を実施しました。
　2013年9月14日に惑星分光観測衛星「ひさき」を搭載し
た、イプシロンロケット試験機は打ち上げに成功しました。
　Mロケットやイプシロンロケットなどの固体ロケットモータ技
術の発展を支えた能代ロケット実験場は、先進的な固体ロケッ
ト技術の研究開発拠点として活用されています。

　液体水素を燃料とするエンジンは、その高い燃費性能と低公害
という面から、その用途はますます広がるものと期待されていま
す。能代ロケット実験場では、1975年から液体水素を推進剤に用
いたロケットエンジンやジェットエンジンの開発を行ってきました。
これまでに推力7トンおよび10トン級のガスジェネレータサイクル
とエキスパンダーサイクルの液体酸素／液体水素ロケットエン
ジン、および液体水素を燃料とするエアターボラムジェット（ATR）
エンジンの燃焼実験が日本で最初に行われました。ATRエンジン
は、ロケットエンジンの再生冷却技術を応用した極超音速ターボ
ジェットエンジンで、マッハ5～6で飛行する極超音速機やスペース
プレーンへの適用を目指しています。ATRエンジンの開発研究は
1988年にスタートし、1992年に地上静止状態における燃焼実
験に成功しました。1995年には液体水素で空気を冷却するプリ
クーラ（空気予冷却器）を開発し、推力を約2倍に向上させました。
　2004年からは、飛行実験に向けた推力100キロ級の小型実証
エンジン（小型予冷ターボジェットエンジン）、およびその飛行実験
機の開発をスタートしました。2006年までに、プリクーラや水素燃
焼器など各種要素実験を実施し、2007年の3月と11月には、エン
ジンシステムの総合燃焼実験を行いました。引き続き、気球利用型
飛行実験機（BOV）を結合した全機システムの機能確認作業を
進めています。

　打ち上げコストを桁違いに下げることができれば、宇宙利用は
一気に進むでしょう。そのためには輸送機を完全再使用化した
上で、航空機のように迅速に繰り返し運用をすることが必要と考え
ています。その実現へ向けた技術課題に取り組むため、1998年か
ら再使用ロケット実験（RVT）を開始しました。この研究プログラム
では、推力1トン級の液体酸素（LOX）／液体水素（LH2）ロケットエ
ンジンを搭載した小型の垂直離着陸機を製作して、推進系、誘導航
法制御系、材料・構造系、空力、地上支援系の各サブシステムについ
て逐次新しい技術を導入しながら、実際のシステム運用を想定し
た形態で繰り返し飛行実験を行っています。1999年3月には、こ
の能代ロケット実験場において、ロケットエンジンによる日本で初め
ての垂直離着陸飛行に成功し、2001年6月には3日半で3回の繰
り返し飛行運用に成功しました。さらに2003年10月には、複合
材液体水素タンクの開発により軽量化された機体を使って、最高到
達高度42mの垂直離着陸飛行を実施しています。
　LOX／LH2ロケットエンジンは、環境負荷が小さく、実用化学推
進系として最も高い推進性能を誇ります。能代ロケット実験場で
は、それを完全再使用型宇宙輸送システムに用いるための技術
研究も進めています。2008年12月には、垂直離着陸飛行にも
使える推力制御機能をもったターボポンプ式エンジンの地上燃焼
試験に成功しました。
　また、クリーンなエネルギー源として注目されている水素が広く
一般社会で用いられるように、液体水素を使いこなすための基盤的
な技術研究にも取り組んでいます。


